
お友だちと遊びたいな
町田 圭梧くん（１）

　外で走り回ったり、すべり台で遊んだり、元気
いっぱいで活発な圭梧くん。ラジコンなどおもちゃ
で遊ぶのも好きですが、保育園のお友だちと遊ぶ
のが大好き。「けいごくーん ！ 」とお友だちに呼ば
れた時に、一番の笑顔を見せてくれました。
　絵本を読むのも好きで、果物や動物の絵本を
毎日ご両親に読んでもらっています。「元気に育っ
て、いろんな人たちと仲良く付き合える人になって
ほしい」と父・雄哉さんは圭梧くんの成長を見守っ
ています。

両親に少しでも追いつきたい
岡林 正和さん（55）

　50歳まで、システムエンジニアとして県内外で
働いていた正和さん。ナス農家の両親のもとで
育ち、長男の正和さんはいずれ後を継ぐつもりで
した。両親が80歳を過ぎ、そろそろ引退を考え始
めたことをきっかけに就農。両親のもとで２年半
修業をして、技術を身に付けました。現在は、妻
と２人で20アールのハウスで栽培しています。
　デスクワークから、「立ち上がる・座る」を繰り
返す農作業へと変わり、最初の1年間は体力的
に辛かったと言います。今は、収量の山谷を少な
くして、高品質なナスをたくさんとれるように試行
錯誤の毎日です。「両親を追い抜けなくても、少
しでも追いつきたい。僕たち夫婦も負けずに、80
歳までは元気に農業を続けたい」とこれからの夢
を話してくれました。

赤野事業所
管内より

ラージボールで健康づくり
中平 秀一さん（47）

　安芸市体育館でラージボールに汗を流す秀一さん。ラー
ジボールは硬式卓球と比べてボールが大きく、回転がかか
りにくいことなどから、初心者や高齢者も楽しめる生涯ス
ポーツです。身体と頭脳を同時に使うので、健康づくりに
ぴったりです。
　秀一さんは中学、高校と卓球部でしたが、大人になって
からは離れていました。30歳ぐらいの時、知人から公民館
対抗の交歓卓球に誘われて、また夢中になっていきました。
今はナス栽培の仕事を終えた夕方から、「ＬＢＣ安芸」チー
ムのみんなで練習をしています。メンバーは60代以上がほ
とんどなので、一番の若手で頑張っています。コロナ禍前
は年に５回ほど試合にも出場していました。「卓球好きな人
ばかりが集まっての練習は楽しい。試合などは異業種の人
とも交流できるので、面白いですよ」と穏やかな笑顔を見
せてくれました。

羽根事務所
管内より

あき北支所管内より

みんなの見守り隊だにゃぁ
こちびちゃん（２）
飼い主：安部 美恵さん

　美恵さんのお母さんたちが小屋でナスの袋詰めをし
ている時、いつもみんなのそばから離れないこちびちゃ
ん。丸くなってこちび用の箱の中で寝ている時もありま
すが、働くお母さんたちを見つめる“見守り隊”です。
２軒の家と庭、小屋を行ったり来たり、決して遠出はし
ません。人懐っこくて、のんびりした性格なので、近
所の人たちにも可愛がってもらっています。
　こちびちゃんの他にも猫２匹と犬２匹がいますが、み
んな仲良し。お母さんたちの笑い声とたくさんの動物に
囲まれて、いつも賑やかな安部家です。

まち　だ　けい　ご

あき支所管内より



安芸地区版

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

なすマダム動画新シリーズ公開
血圧改善に！
ナス１日２本レシピ

地区本部

地区本部

キリンビール
ＴＶＣＭ撮影
なすのたたきで乾杯！

「たっすいがは、いかん！」と呼びかけるなすマダムら

　

安
芸
市
施
設
園
芸
品
消
費
拡
大
委

員
会
は
３
月
15
日
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

（
株
）
高
知
支
店
の
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
「
一
番

搾
り
に
は
、
高
知
の
う
ま
い
も
の

（
ナ
ス
）
編
」
の
収
録
に
協
力
し
ま
し

た
。
ビ
ー
ル
の
美
味
し
さ
と
と
も
に
、

生
産
量
日
本
一
を
誇
る
冬
春
ナ
ス
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
な
す
マ
ダ

ム
２
人
は
、
ハ
ウ
ス
で
の
収
穫
シ
ー

ン
や
「
な
す
の
た
た
き
」
の
調
理
シ
ー

ン
、
飲
食
シ
ー
ン
を
撮
影
。
同
社
職

員
と
一
緒
に
、
ナ
ス
と
ビ
ー
ル
を
手

に
持
っ
て
「
高
知
の
『
お
い
し
い
』

を
元
気
に
！  

た
っ
す
い
が
は
、
い
か

ん
！
」
と
笑
顔
で
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

な
す
マ
ダ
ム
の
長
野
順
子
さ
ん
は

「
高
知
県
民
は
ビ
ー
ル
好
き
が
多
い
。

ぜ
ひ
、
ビ
ー
ル
と
一
緒
に
ナ
ス
料
理

も
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
期
待
を

込
め
ま
し
た
。
同
社
の
大
石
恭
三
支

店
長
は
「
『
な
す
の
た
た
き
』
は
ビ
ー

ル
に
も
ぴ
っ
た
り
。
Ｃ
Ｍ
を
通
し
て
、

高
知
県
の
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な

げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

放
送
は
４
月
２
日
か
ら
１
ヶ
月
半
、

高
知
放
送
で
毎
週
土
曜
日
20
時
54
分

か
ら
。
今
後
、
タ
ケ
ノ
コ
や
シ
シ
ト

ウ
な
ど
県
内
農
産
物
７
品
目
の
Ｔ
Ｖ

Ｃ
Ｍ
を
放
送
予
定
で
す
。

安田支所地区本部

新入生へ黄色い傘寄贈

　

安
芸
地
区
は
３
月
８
日
、
安
田

小
学
校
に
黄
色
い
交
通
安
全
傘
と

横
断
旗
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

安
田
支
所
共
済
課
の
阿
部
秀
成

課
長
が
、
同
校
校
長
に
傘
と
旗
を

手
渡
し
ま
し
た
。
校
長
は
「
県
道

は
車
も
多
く
危
な
い
の
で
、
子
ど

も
た
ち
の
交
通
安
全
に
有
効
活
用

し
た
い
」
と
感
謝
し
、
阿
部
課
長

は
「
春
か
ら
新
入
生
が
笑
顔
で
登

校
で
き
る
よ
う
に
願
っ
て
い
る
」

と
話
し
ま
し
た
。
寄
贈
は
地
域
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
続
け
て
お

り
、
今
年
で
15
年
目
。
管
内
の
21

校
に
傘
２
６
０
本
と
旗
１
０
３
本

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

土佐の食１グランプリへ参戦

安田小学校長へ傘を贈る阿部課長㊧「なすのたたき」を販売するメンバー

公式Ｔｗｉｔｔｅｒへアップされた選手の写真

　

芸
西
支
部
園
芸
部
芸
西
な
す
部
会
は

３
月
、
竹
下
佳
江
さ
ん
が
取
締
役
球
団

社
長
付
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
る
プ
ロ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
ナ
姫
路
」
へ

ナ
ス
を
贈
り
、
機
能
性
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま

し
た
。

　

部
員
の
松
本
司
さ
ん
の
娘
・
愛
希
穂

さ
ん
が
プ
ロ
契
約
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
寄
贈
を
決
定
。
ナ
ス
、「
ま
っ
こ
と

ゆ
ず
」、
レ
シ
ピ
、
村
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
、
球
団
関
係
者
や
試
合
来
場
者

へ
４
５
０
セ
ッ
ト
を
贈
り
ま
し
た
。
選

手
ら
は
、「
芸
西
村
の
立
派
な
ナ
ス
」

と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
や
料
理

写
真
を
発
信
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

安
芸
市
施
設
園
芸
品
消
費
拡
大
委

員
会
は
３
月
27
日
、
高
知
市
で
開
か

れ
た
「
第
13
回
土
佐
の
食
１
グ
ラ
ン

プ
リ
」
へ
参
加
。
来
場
者
へ
特
産
品

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、「
ま
っ
こ
と
ゆ
ず
」

を
た
っ
ぷ
り
か
け
た
「
な
す
の
た
た

き
」
を
出
品
。
ち
ら
し
寿
司
や
う
お

め
し
、
い
な
り
寿
司
、
野
菜
な
ど
も

販
売
し
ま
し
た
。
川
竹
芳
美
副
委
員

長
は
「
『
な
す
の
た
た
き
』
は
１
時

間
ほ
ど
で
売
り
切
れ
、
反
響
が
あ
っ

て
嬉
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
食
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
は
県
内
24

グ
ル
メ
が
出
品
。
高
知
商
業
高
校
の

「
ユ
ズ
ノ
ワ
ー
ル
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。

芸西支所

ヴィクトリーナ姫路へナス贈る

なすマダムの笑顔からスタートする新作動画

　

安
芸
市
施
設
園
芸
品
消
費
拡
大

委
員
会
は
３
月
29
日
、
新
作
レ
シ

ピ
動
画
「
な
す
マ
ダ
ム
が
作
る
１

週
間
レ
シ
ピ
『
な
す
と
野
菜
の
マ

リ
ネ
』
月
曜
日
」
を
公
開
。
高
め
の

血
圧
が
気
に
な
る
人
に
向
け
て
、

機
能
性
表
示
食
品
「
高
知
な
す
」
を

１
日
２
本
使
っ
た
１
週
間
分
の
レ

シ
ピ
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

　

同
員
会
は
、
２
０
２
０
年
３
月

か
ら
ナ
ス
の
レ
シ
ピ
動
画
を
10
本

公
開
。「
高
知
な
す
」
を
１
日
２
本

（
１
０
０
ｇ
）
食
べ
る
と
血
圧
改
善

に
効
果
の
あ
る
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ル

量
を
採
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
シ
リ
ー

ズ
で
は
１
週
間
分
の
レ
シ
ピ
を
提

案
。
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
も
紹
介
し

ま
す
。

　

動
画
で
は
、「
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は

ぬ
く
い
う
ち
に
入
れ
て
よ
、
味
が

し
ゅ
む
き
ね
」
な
ど
、
前
回
か
ら
好

評
の
土
佐
弁
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も

入
れ
ま
し
た
。

　

な
す
マ
ダ
ム
の
尾
木
浩
子
さ
ん

は
「
血
圧
が
気
に
な
る
方
の
参
考

に
な
る
よ
う
に
、
今
回
も
分
か
り
や

す
く
て
簡
単
に
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー

を
提
案
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
ま
す
。
新
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
今

後
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
分
を
制
作

予
定
で
す
。

安芸営農経済センター

青壮年部が地域で清掃活動

清掃活動に取り組む部員

　

青
壮
年
部
土
佐
あ
き
本
部
は
３

月
29
日
、
道
の
駅
「
大
山
」
周
辺
で

清
掃
活
動
を
行
い
、
６
支
部
か
ら
部

員
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

部
員
は
山
側
と
海
側
に
分
か
れ
、

歩
道
や
車
道
、
漁
港
や
公
園
な
ど
に

落
ち
て
い
る
ご
み
を
回
収
。
ゴ
ミ
袋

７
つ
分
を
拾
い
ま
し
た
。
部
員
は

「
道
の
駅
が
営
業
し
て
い
な
い
の
で
、

大
き
い
ゴ
ミ
な
ど
が
少
な
か
っ
た
」

「
綺
麗
に
な
っ
て
、
す
っ
き
り
し
た
」

と
汗
を
流
し
ま
し
た
。
村
上
功
二
部

長
は
「
今
年
は
あ
ま
り
活
動
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
最
後
に
街
を
綺
麗

に
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。



開
花
結
実
や
新
梢
の
発
生
で
消
耗
し
た
樹

体
に
養
分
を
補
給
し
、
果
実
の
肥
大
を
促

進
す
る
た
め
重
要
と
な
り
ま
す
。
施
用
量

は
窒
素
成
分
で
５
〜
８
㎏
／
10
ア
ー
ル
で
、

樹
勢
・
結
果
量
・
土
壌
に
応
じ
て
加
減
し

ま
し
ょ
う
。
時
期
を
遅
れ
て
施
用
す
る
と
、

徒
長
し
た
夏
秋
梢
の
発
生
や
着
色
不
良
等

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
施

肥
量
が
多
い
と
浮
皮
果
の
発
生
を
助
長
す

る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
防
除
薬
剤
例
】

〇
訪
花
害
虫
：
オ
リ
オ
ン
水
和
剤
40

　

１
０
０
０
倍　

使
用
回
数
３
回
以
内

〇
灰
色
か
び
病
（
そ
う
か
病
・
黒
点
病
同

　

時
防
除
）：
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
顆
粒
水
和
剤

　

４
０
０
０
倍　

使
用
回
数
３
回
以
内

　

※
灰
色
か
び
病
と
同
時
に
防
除

安芸地区版

安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
０
８
８
７‐３
４‐０
１
３
８

振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り　
　 ナ

ス
高
温
期
の
栽
培
管
理

芸東営農センター
羽根事務所
西岡　和則

安芸営農経済センター
営農指導課
山影　学

【
病
害
虫
防
除
】

　

開
花
時
期
に
は
、
ハ
ナ
ム
グ
リ
類
や
ケ

シ
キ
ス
イ
類
等
の
訪
花
害
虫
と
灰
色
か
び

病
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

訪
花
害
虫
の
防
除
は
、
開
花
率
が
20
〜

30
％
の
時
期
に
行
う
と
効
果
が
高
く
、
害
虫

の
密
度
が
高
い
場
合
は
、
開
花
率
50
〜
60
％

の
時
期
に
二
回
目
の
防
除
を
行
い
ま
す
。

　

灰
色
か
び
病
は 

花
弁
落
下
期
に
雨
の
多

い
年
や
多
湿
樹
園
地
で
発
生
が
多
い
の
で
、

薬
剤
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
そ
の
後
も

多
発
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
７
〜
10
日

後
に
２
回
目
の
散
布
を
行
い
ま
す
。

　

黒
点
病
の
発
生
が
多
い
園
で
は
、
枯
れ

枝
の
発
生
に
注
意
し
５
月
中
下
旬
頃
か
ら

防
除
を
始
め
ま
す
。
ま
た
、
４
月
に
引
き

続
き
、
そ
う
か
病
に
も
注
意
が
必
要
で

す
。
特
に
雨
が
多
く
低
温
が
続
く
年
に
は
、

新
梢
や
幼
果
に
感
染
し
や
す
い
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

【
施
肥
】

　

５
月
下
旬
〜
６
月
上
旬
頃
に
夏
肥
を
施

用
し
ま
し
ょ
う
。
夏
肥
は
吸
収
が
良
く
、

　

開
花
期
を
迎
え
病
害
虫
が
増
加
す

る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
園
地
を
よ

く
観
察
し
、
適
期
防
除
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。 カ
ン
キ
ツ 

開
花
〜
落
弁
期
の
管
理

公
文　

省
吾

農
業
基
礎
研
修
講
座

（コアオハナムグリ）

（ケシキスイ類）

の
原
因
と
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
病
害
対
策
・
ポ
イ
ン
ト
】

・
ハ
ウ
ス
内
相
対
湿
度
を
下
げ
る

　

日
の
出
後
約
２
時
間
は
急
激
に
ハ
ウ
ス
内
湿

度
が
上
昇
す
る
の
で
、
加
温
機
を
高
め
に
設
定

し
、
換
気
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
相
対
湿
度

を
下
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
雨
天
時
に
は
日

中
１
〜
２
時
間
程
度
、
強
制
的
に
加
温
機
を

稼
働
さ
せ
る
な
ど
、
長
時
間
相
対
湿
度
が
高

く
な
っ
た
状
態
を
断
つ
よ
う
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

・
羅
病
葉
・
枝
・
株
の
持
ち
出
し

　

発
病
し
た
葉
や
茎
な
ど
は
確
実
に
ハ
ウ
ス

外
へ
持
ち
出
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
側
枝
に

発
病
し
た
枝
も
剪
除
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
予
防
防
除

　

予
防
散
布
が
あ
っ
て
こ
そ
の
病
害
防
除
で

す
。
収
穫
等
で
忙
し
い
時
期
に
な
り
ま
す
が
、

栽
培
こ
よ
み 

資
料
12
を
活
用
い
た
だ
き
、
半

月
〜
20
日
程
度
に
１
度
は
薬
剤
散
布
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
天
候
等
で
農
薬
散
布
が
で
き
な
い

場
合
は
、
く
ん
煙
剤
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
灌
水
量
】

　

５
〜
６
月
は
外
気
温
・
日
射
量
の
上
昇
に
と

も
な
い
、
日
中
の
ハ
ウ
ス
内
温
度
は
高
く
な
り
、

換
気
量
が
多
い
状
態
が
続
く
時
期
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
日
射
量
が
増
え
、
上
位
部
の
葉
を
残
し

気
味
に
管
理
す
る
こ
と
で
蒸
散
量
が
増
え
ま
す
。

灌
水
間
隔
を
短
く
し
、
回
数
を
増
や
し
た
り
、

１
回
あ
た
り
の
灌
水
時
間
を
長
く
す
る
こ
と
で
、

灌
水
量
を
増
や
す
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

パ
イ
プ
灌
水
で
は
晴
天
時
に
は
毎
日
５
〜

６
ト
ン
／
10
ア
ー
ル
程
度
を
目
安
に
灌
水
を

行
い
ま
し
ょ
う
（
ハ
ウ
ス
の
排
水
性
・
葉
数
・

管
理
温
度
等
の
条
件
で
加
減
し
ま
す
）。

　

灌
水
時
間
は
日
の
出
２
時
間
後
、
日
の

入
り
４
時
間
前
ま
で
を
目
安
と
し
ま
す
。

（
日
射
比
例
灌
水
の
場
合
も
同
様
）

【
温
度
管
理
】

　

晴
天
日
は
早
朝
か
ら
天
窓
・
サ
イ
ド
の
開

度
を
広
げ
、
午
前
６
〜
７
時
で
20
℃
を
目
安

と
し
て
換
気
を
行
い
、
温
度
の
急
激
な
上
昇

を
抑
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
中
温
度
が

25
℃
以
上
に
上
が
っ
た
状
態
で
急
激
に
換
気

を
す
る
と
、
湿
度
が
一
気
に
下
が
り
、
ボ
ケ
果

灌
水
量
や
ハ
ウ
ス
内
の
温
湿
度
管
理

等
に
気
を
つ
け
て
、
ボ
ケ
果
・
病
気

の
発
生
が
少
な
い
状
態
で
、
作
の
終

盤
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

受
講
生
の
募
集

　

安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
農

後
５
年
目
ま
で
の
新
規
就
農
者
や
農
業
技

術
の
取
得
に
意
欲
的
な
方
を
対
象
に
、
ナ

ス
を
中
心
と
し
た
基
本
的
な
栽
培
管
理
技

術
や
農
業
経
営
を
学
ぶ
、「
農
業
基
礎
研

修
講
座
」
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

就
農
後
５
年
目
ま
で
の
新
規
就
農
者

　

農
業
技
術
の
習
得
に
意
欲
的
な
方

■
開
催
期
間

　

令
和
４
年
７
月
〜
12
月

　

第
１
回　

７
月
12
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
開
催
場
所

　

高
知
県
安
芸
総
合
庁
舎
２
階
会
議
室

　
（
安
芸
市
矢
ノ
丸
１-

４-

36
）　　

　

庁
舎
南
側
に
あ
る
外
来
用
駐
車
場
を
ご

　

利
用
く
だ
さ
い
。

　

※
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

※
講
座
内
容
に
よ
り
開
催
場
所
を
変
更

　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
持
参
物
・
・
・
筆
記
用
具
、
マ
ス
ク

■
募
集
人
数
・
・
・
25
人
程
度

■
受
講
料
・
・
・
無
料

■
講
座
内
容
と
講
師

　

講
座
内
容
は
、
表
１
を
予
定
し
て
い
ま
す

　
（
令
和
４
年
３
月
時
点
）。

　

講
師
は
振
興
セ
ン
タ
ー
職
員
で
す
。

■
申
込
み
期
間

　

令
和
４
年
６
月
30
日
（
木
）
ま
で

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

電
話
：
０
８
８
７‐３
４‐０
１
３
８

高
知
県
H
P
「
こ
う
ち
農
業
ネ
ッ
ト
」
に
も
、

講
座
内
容
を
掲
載
（
５
月
下
旬
予
定
）
し
ま

す
の
で
、
併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度
の
講
座
の
様
子

　

令
和
３
年
度
は
、
の
べ
82
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
令
和
３
年
度
に
開

催
し
た
「
農
薬
の
使
用
」、「
農
業
経
営
」
の

２
講
座
に
つ
い
て
、
講
座
内
容
と
受
講
生
の

声
を
紹
介
し
ま
す
。

「
農
薬
の
使
用
」

　

こ
の
講
座
で
は
、
農
薬
の
定
義
か
ら
始
ま

り
、
農
薬
の
登
録
制
度
の
概
要
、
農
薬
ラ
ベ

ル
の
読
み
方
な
ど
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
実
習
で
は
、
展
着
剤
（
農
薬
に
混

ぜ
る
こ
と
で
散
布
液
が
植
物
に
付
着
し
や
す

く
な
る
薬
剤
）
の
効
果
を
見
る
た
め
、
水
を

使
っ
た
模
擬
散
布
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
、「
農
薬
を
使
用
す
る
際
の

注
意
点
や
確
認
す
る
項
目
が
分
か
っ
た
」、

「
展
着
剤
の
効
果
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
必
要

性
が
分
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

「
農
業
経
営
」

　

こ
の
講
座
で
は
、
農
業
経
営
の
お
金
の
流

れ
、
決
算
書
の
読
み
方
、
家
計
費
も
含
め
た

資
金
繰
り
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
講
義
・

演
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
、「
毎
月
の
支
出
は
、
把
握

し
て
い
た
が
、
年
間
の
収
支
は
見
て
い
な
か
っ

た
。
今
回
の
講
座
を
踏
ま
え
て
、
勉
強
し
て

い
き
た
い
」、「
今
後
は
、
家
計
費
と
農
業
経

費
の
区
別
を
意
識
し
て
、
見
て
い
き
た
い
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

０
８
８
７‐３
４‐０
１
３
８

日時 講座タイトル回
７/12（火）

13：30～ 15：30
・開講式
・土壌肥料の基礎知識１

７/27（水）
13：30～ 15：30

・農業経営①
・GAP２

８/９（火）
13：30～ 15：30

・定植後の栽培管理（ナス）
・農薬の使用３

９/13（火）
13：30～ 15：30

・施設野菜栽培における害虫と天敵
・現地研修４

10/11（火）
13：30～ 15：30 ・ハウス内の環境５

11/８（火）
13：30～ 15：30

・施設野菜栽培における病害
・現地研修６

12/13（火）
13：30～ 15：30

・農業経営②、栽培後期の管理
・修了式７

（ツヤなし果）

（すすかび病斑）

※
日
時
内
容
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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▼
子
ど
も
の
頃
に
手
伝
っ
て
い
た
農

業
の
楽
し
い
思
い
出
が
、
ず
っ
と
強

く
残
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
農
業
に
興
味
の

あ
っ
た
新
農
人
の
彼
女
が
、一
度
諦

め
た
農
業
に
再
び
取
り
組
む
な

ど
、
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
栽
培
技
術
を
磨
き
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
北
川
支
所
・
82
歳
）

▼
多
肉
植
物
は
色
も
形
も
個
性
豊

か
で
、
奥
深
い
世
界
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
選
ぶ
の
も
、
世
話
を
す

る
の
も
楽
し
い
で
す
。
ぜ
ひ一
緒
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
♪

多
肉
植
物
っ
て
素
晴
ら
し
い
で
す

ね
。
夏
型
・
冬
型
・
春
秋
型
が
あ
る

こ
と
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当

に
綺
麗
で
す
。
挑
戦
し
て
み
ま
す
。

（
室
戸
支
所
・
67
歳
）

▼
生
で
食
べ
る
こ
と
が
多
い
キ
ュ
ウ

リ
で
す
が
、
炒
め
物
や
ス
ー
プ
の
レ

シ
ピ
は
生
産
者
な
ら
で
は
で
す
よ

ね
。
今
後
も
、
生
産
者
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
レ
シ
ピ
を
お
楽
し
み
に
！

広
報
の
つ
ぶ
や
き

　

こ
の
春
か
ら
異
動
と
な
り
、
今

回
が
竹
村
の
最
後
と
な
り
ま
す
。

入
組
し
て
４
年
間
、
み
な
さ
ん
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！  

取
材
中
に
田
ん
ぼ
に
コ
ケ
た
り
、

真
夏
の
ハ
ウ
ス
で
ク
ラ
ク
ラ
し
た

り
、
コ
ロ
ナ
で
予
定
が
白
紙
に

な
っ
た
り…

大
変
な
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
で
も
、
多
く
の
地
域
の

方
々
や
職
員
に
助
け
ら
れ
て
、

充
実
し
た
広
報
活
動
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
４
年
間

の
経
験
は
、
次
の
業
務
に
も
必
ず

活
か
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
、

農
業
の
発
展
、
高
知
の
活
性
化

を
目
標
に
、
私
ら
し
く
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
！  

本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　

 （
竹
村
）

税務相談日 令和４年６月15日（水）
あき支所３階会　　  場 10：00 ～ 16：00時　　  間

安芸地区本部　企画組合員課　0887－34－1515問い合わせ

2022年６月～2022年12月まで月１回期　　  間

JA高知県安芸地区管内の女性対  象  者

先着30名募集人員

2022年５月27日（金）募集締切

年間6,000円（女性部員の場合4,000円）受  講  料

安芸地区本部　企画組合員課
担当：島田　TEL：0887－34－1515

問い合わせ

キ
ュ
ウ
リ
を
使
っ
て
の
料
理
は
サ

ラ
ダ
か
酢
の
物
で
し
た
。
炒
め
物

や
ス
ー
プ
に
使
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
夜
の
お
か
ず

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
田
野
支
所
・
84
歳
）

こ
う
ぐ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
写
真
を
見
て
い
る
と
、
温
か

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

（
あ
き
北
支
所
・
71
歳
）

▼
み
な
さ
ん
に
素
敵
な
写
真
を
た

く
さ
ん
投
稿
い
た
だ
き
、
広
報
担

当
者
で
の
審
査
も
悩
み
ま
し
た
。

土
佐
あ
か
う
し
の
愛
く
る
し
い
表

情
や
収
穫
風
景
、
何
よ
り
も
農
産

物
と
触
れ
合
う
子
ど
も
た
ち
の
い

い
表
情
を
と
ら
え
て
い
ま
し
た
ね
。

▼
そ
れ
は
体
も
鈍
り
ま
す
ね
〜
。

気
持
ち
の
良
い
季
節
に
な
っ
て
き

た
の
で
、
思
い
っ
き
り
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
体
育
館
が
使
用

禁
止
。
１
ヶ
月
以
上
運
動
を
休
ん

だ
の
で
、
２
㎏
も
太
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ま
た
体
育
館
を
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
良
い
汗

か
い
て
ス
ト
レ
ス
解
消
！

（
あ
き
東
支
所
・
57
歳
）

JA高知県女性部安芸地区　女性大学　
ときめき学園パート９　受講生募集 ！

※日程・場所・内容等は変更になる場合があります。

※内容により別途実費をいただきます。

日時

６月11日（土）
13：30～ 16：00

ジビエ料理教室
講師：西村なおこ氏

サンドブラスト
講師：岡崎壮氏

大人の遠足
ぶどう狩りを楽しもう
ランチは｢アズリッシモ｣で

イタリアン

元気館

大月町

1,000円

1,000円

7,000円

安芸市
内原野
陶芸館

講座内容 実費 場所

第
１
回

第
２
回

第
３
回

７月30日（土）
13：30～ 15：30

８月20日（土）
６：00～ 19：00

日時

９月10日（土）
13：30～ 15：00

ボクササイズ
講師：早川理香氏

あき支所
３階

講座内容 実費 場所

第
４
回

10月29日（土）
13：30～ 15：30

キャンドル教室
講師：藤岡さわ氏

あき支所
３階

あき支所
３階

1,000円
第
５
回

11月26日（土）
13：30～ 16：00

ざる豆腐作り
講師：女性部 女性の家

第
６
回

12月24日（土）
13：30～ 16：00

お正月の花を活けよう
フラワーアレンジメント 3,000円

第
７
回


